
災害時の避難所における身体障害者補助犬との同伴避難の 

理解促進のための啓発ステッカーの作成について

１．目的 

災害時の避難所でも、身体障害者補助犬の受け入れが義務付けられていることを避難

所の運営者にあらかじめ知っていただき、また、受け入れにあたり注意する点などを相

互に理解するため。 

２．経緯 

令和３年１０月２４日に浜田市で開催した島根県総合防災訓練において、初めて盲導

犬とそのユーザーが訓練に参加した。 

その際に、訓練参加者から、もっと多くの人に知ってもらうため、わかりやすく周知

できないかという意見があったことから、社会福祉法人島根ライトハウスや公益財団法

人日本盲導犬協会から助言等をいただき、避難所となる施設の入口に、啓発ステッカー

を貼付し、日頃から、その施設を利用する方々に、理解を求めると同時に、災害時の協

力をお願いすることになった。 

３．周知方法 

市町村を通じて、県内の指定避難所（令和４年２月１日現在で、１,２９７箇所）への

配布（入口等への貼付依頼）。 

なお、３月７日に開催した市町村の防災担当課長会議の際に、３月１７日に変更した

島根県地域防災計画に、「身体障がい者と身体障害者補助犬の受入」を追加したことの

説明に併せ、市町村での取組の強化及び市町村広報誌等での周知について協力依頼を行

っている。 
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